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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第１四半期
連結累計期間

第26期
第１四半期
連結累計期間

第25期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 (千円) 17,700,848 19,883,376 76,564,060

経常利益又は経常損失

（△）
(千円) 229,225 △339,499 5,764

親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失
(千円) △7,004 △434,714 △528,566

四半期包括利益又は包括利

益
(千円) △3,827 △413,231 △596,423

純資産額 (千円) 16,590,677 15,041,549 15,968,465

総資産額 (千円) 49,031,901 51,473,102 50,514,020

１株当たり四半期（当期）

純損失金額
(円) △0.34 △21.16 △25.69

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 33.8 29.2 31.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

EDINET提出書類

ブックオフコーポレーション株式会社(E03430)

四半期報告書

 2/19



２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社（子会社11社及び関連会社１社（平成28年６月30日現在））により構

成）は、「事業活動を通じての社会への貢献」「全従業員の物心両面の幸福の追求」を経営理念とし、中古書籍

等の小売店舗「BOOKOFF」や、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER

BAZAAR」、「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」などのリユースを切り口とした小売店舗

の運営及びフランチャイズ事業を行っております。また、インターネット上で書籍・ソフト等のリユースショッ

プ「BOOKOFF Online」の運営、及び店舗型のビジネスに限定しないリユース業の運営を行っております。

 

　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は以下に記載のとおりです。

 

（リユース店舗事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（ブックオフオンライン事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（ハグオール事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（その他）

　当社は、新刊書店「青山ブックセンター」「流水書房」「yc-vox」の店舗運営を行っております。また店舗の内

外装工事の企画・設計施工等を行っております。

　なお、当社は、連結子会社㈱ビー・オー・エムを平成28年４月１日付で、合併いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、報告セグメントの区分を変更したことにより第25期有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について以下のとおり変更を行います。

 

　[１] 当社グループにおける事業別（セグメント別）の収益動向について

　当社グループの主な事業は、『リユース店舗事業』、『ブックオフオンライン事業』、『ハグオール事業』の３つ

に区分しております。

　『リユース店舗事業』は、中古の書籍・CD・DVD・ゲーム・携帯電話・トレーディングカード等の買取及び販売を

行う「BOOKOFF（ブックオフ）」店舗が中核となっております。「BOOKOFF」は、日本全国に加え、米国にて当社直営

（以下、「直営」）及びフランチャイズ（以下、「FC」）の２形式で店舗展開しております。

　現在、当社グループは、「BOOKOFF」を中心とした総合リユースへの事業拡大を目指し、「BOOKOFF」の新規商材と

して家電の取り扱いを加える他、「BOOKOFF」を中心にアパレル・スポーツ用品・ベビー用品・貴金属・雑貨など

様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER BAZAAR」と「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた

「BOOKOFF PLUS」の展開に注力しております。

　『ブックオフオンライン事業』は、書籍・CD・DVD・ゲーム等をインターネットを通じて販売するECサイト

「BOOKOFF Online」を展開しております。

　『ハグオール事業』は、店舗型のビジネスに限定しないリユース業を展開しております。

　現在当社が注力している複合店「BOOKOFF SUPER BAZAAR」、「BOOKOFF PLUS」の収益の立ち上りは早期化の傾向に

ありますが、中核パッケージである「BOOKOFF」が取り扱う書籍・CD・DVD・ゲーム以外の商材に対する認知度や、そ

のリユースの浸透度の低さ等から「BOOKOFF」店舗と比較して収益の安定化には一定の時間を要する傾向があり、物

件あたりの投資金額も「BOOKOFF」店舗と比較して大きいことから、事業の展開状況によっては当社グループの経営

成績及び財務状況が影響を受ける可能性があります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当社グループは『ものを捨てたくない人が、捨てない生活をするためのインフラとしての役割を果たすブックオ

フ』＝『捨てない人のブックオフ』を事業ミッションに掲げ、「ご家庭で不要となったものを、新しい持ち主のた

めに役立てる」という「リユース業」を中核事業とし、書籍・CD・DVD・ゲーム・アパレル・スポーツ用品・ベビー

用品・雑貨など様々なジャンルのリユースを通じて循環型社会の実現に取り組んでおります。

　グループ経営理念の実現とさらなる事業成長を遂げるため、平成27年５月に「グループ中期事業計画」を策定い

たしました。『グループの総合力を活かした仕入の最大化』、『店舗並びにインターネットを通じて最大の販売効

率の追求』の２つの方針に基づき、「BOOKOFFの変革」、「総合リユース店舗の拡大」、「ブックオフオンライン事

業の拡大」、「ハグオールの事業拡大と収益化」の４つを重点施策として取り組むことで、継続的な事業成長を実

現してまいります。

　当連結会計年度は、2020年３月期営業利益目標40億円に向け、大型複合店を中心とした出店を継続しつつ、①

「中古家電」「店舗商品のネット販売」の効果発現、②コストコントロールの徹底、③中期事業計画に沿ったアク

ションの継続の３点に注力し、中期利益目標達成に向けた仕入増強と販売効率向上を進めております。

　このような経営方針の下、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER

BAZAAR」と「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」を当社グループの中核パッケージとして出店

とリニューアルの促進をはかっており、当第１四半期連結累計期間において、「BOOKOFF SUPER BAZAAR」を５店舗、

「BOOKOFF PLUS」を１店舗出店しました。また「BOOKOFF」単独店から「BOOKOFF PLUS」へのリニューアルを１店舗

実施しました。

　「BOOKOFF」既存店においては、前連結会計年度に引き続き、積極的な中古家電の買取・販売と、店舗商品のヤフ

オク!への出品を推し進めました。また、中古家電と共に既存商材の買取及び販売の増加に向けて、前連結会計年度

に拡充した店舗パート・アルバイトスタッフの教育研修を進めてまいりました。

　ブックオフオンライン事業では前連結会計年度に実施した倉庫拡張により、中古本の品揃え最大化による事業拡

大を進めてまいりました。またハグオール事業では前連結会計年度に引き続き、事業構築に加えて買取規模拡大に

よる収益化の実現に向けて、先行投資を進めてまいりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高19,883百万円（前年同四半期12.3%増）、営業損失466

百万円（前年同四半期は営業利益88百万円）、経常損失339百万円（前年同四半期は経常利益229百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純損失434百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失7百万円）となりました。

　リユース店舗事業において、前連結会計年度に行った店舗パート・アルバイトスタッフの人員拡充による人件費の

増加、ヤフオク!販売による物流コストの増加、新規出店による出店費用の増加等により、営業利益が減少しまし

た。その結果、当第１四半期連結累計期間は営業損失となりました。

　各セグメント別の売上状況は以下のとおりです。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

（リユース店舗事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高17,453百万円（前年同四半期9.1％増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の出店は、グループ直営店６店舗となりました。（閉店はグループ直営店８店舗、FC加

盟店３店舗）

　前連結会計年度に引き続き「BOOKOFF」既存店において、中古家電の買取・販売を推進する一方で、店舗商品のヤ

フオク!への出品を拡充いたしました。また、買取及び販売向上のため前連結会計年度に拡充した店舗パートアルバ

イトスタッフの教育研修を積極的に進めました。

　既存店の売上高の増加に加え、新規大型複合店の出店等により増収となりました。

 

（ブックオフオンライン事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高1,626百万円（前年同四半期32.2％増）となりました。

　ECサイト「BOOKOFF Online」の会員数増に加え、前連結会計年度に実施した倉庫の拡張や店舗と連携した在庫拡

充施策によるECサイト上の商品アイテム数の増加、ヤフオク!への出品連携の拡充、顧客データ活用によるECサイト

改善等が奏功し増収となりました。
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（ハグオール事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高456百万円（前年同四半期255.3％増）となりました。

　東京23区内を中心にした訪問買取サービスに加え、複数の百貨店内での「総合買取ご相談窓口」の運営を中心

に、買取施策に積極的に取り組みました。それに伴い、主要な販路であるECサイトでの販売のほか、BtoB販売が伸

びたこと等により増収となりました。

 

（その他）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高346百万円（前年同四半期0.2％減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

（４）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は32,070百万円（前連結会計年度末は31,850百万円）とな

り、219百万円増加しました。現金及び預金が272百万円減少、有価証券が1,000百万円減少した一方で、新規出店等

により商品が1,157百万円増加、その他流動資産が310百万円増加したことが主な要因です。

 

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は19,402百万円（前連結会計年度末は18,663百万円）とな

り、739百万円増加しました。無形固定資産が31百万円減少、投資その他の資産が12百万円減少した一方で、新規出

店や既存店のリニューアル及びブックオフオンライン・ハグオールの事業拡大に向けた投資等により有形固定資産が

782百万円増加したことが主な要因です。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債残高は36,431百万円（前連結会計年度末は34,545百万円）となり、

1,885百万円増加しました。法人税等の納付により未払法人税等が227百万円減少した一方で、新規出店や法人税、配

当金の支払い等の資金需要に対し銀行借入で対応したため、借入金が1,960百万円増加したことが主な要因です。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産残高は15,041百万円（前連結会計年度末は15,968百万円）となり、

926百万円減少しました。親会社株主に帰属する四半期純損失の計上や、剰余金の配当の実施により利益剰余金が948

百万円減少したことが主な要因です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月９日）

上場金融商品取引所名ま
たは登録認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 22,573,200 22,573,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 22,573,200 22,573,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高
  （株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 22,573,200 － 3,652,394 － 3,846,183

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,025,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,536,800 205,368 －

単元未満株式 普通株式 10,700 － 　単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 22,573,200 － －

総株主の議決権 － 205,368 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名または
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ブックオフコーポレー
ション㈱

神奈川県相模原市
南区古淵二丁目14
番20号

2,025,700 － 2,025,700 8.97

計 － 2,025,700 － 2,025,700 8.97

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,159,778 13,887,410

受取手形及び売掛金 1,427,048 1,452,550

有価証券 1,000,675 －

商品 12,265,974 13,423,766

その他 3,001,158 3,311,202

貸倒引当金 △3,886 △4,223

流動資産合計 31,850,749 32,070,706

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,845,892 5,240,097

リース資産（純額） 1,631,917 1,872,777

その他（純額） 1,040,761 1,188,068

有形固定資産合計 7,518,571 8,300,942

無形固定資産   

のれん 291,536 279,267

その他 1,061,732 1,042,908

無形固定資産合計 1,353,268 1,322,175

投資その他の資産   

差入保証金 8,221,980 8,168,682

その他 1,661,134 1,700,826

貸倒引当金 △91,683 △90,231

投資その他の資産合計 9,791,430 9,779,277

固定資産合計 18,663,270 19,402,396

資産合計 50,514,020 51,473,102
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 400,068 405,106

短期借入金 3,597,045 6,298,714

1年内返済予定の長期借入金 4,097,830 3,501,242

1年内償還予定の社債 1,000,000 1,000,000

リース債務 410,930 450,520

未払法人税等 423,046 195,861

賞与引当金 272,263 109,080

売上割戻引当金 564,406 621,417

店舗閉鎖損失引当金 42,989 45,563

その他 3,844,551 3,776,700

流動負債合計 14,653,131 16,404,207

固定負債   

新株予約権付社債 7,700,000 7,700,000

長期借入金 9,040,703 8,895,959

資産除去債務 1,483,181 1,579,070

リース債務 1,231,396 1,447,504

その他 437,141 404,812

固定負債合計 19,892,423 20,027,345

負債合計 34,545,554 36,431,552

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,652,394 3,652,394

資本剰余金 4,187,003 4,187,003

利益剰余金 9,420,256 8,471,856

自己株式 △1,260,826 △1,260,826

株主資本合計 15,998,827 15,050,427

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 79,226 73,462

為替換算調整勘定 △109,587 △82,340

その他の包括利益累計額合計 △30,361 △8,877

純資産合計 15,968,465 15,041,549

負債純資産合計 50,514,020 51,473,102
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 17,700,848 19,883,376

売上原価 6,980,214 8,040,522

売上総利益 10,720,634 11,842,853

販売費及び一般管理費 10,632,017 12,309,207

営業利益又は営業損失（△） 88,616 △466,354

営業外収益   

持分法による投資利益 3,232 －

自動販売機等設置料収入 36,415 34,650

古紙等リサイクル収入 108,894 119,800

その他 64,848 71,204

営業外収益合計 213,391 225,655

営業外費用   

支払利息 43,496 43,424

持分法による投資損失 － 245

為替差損 － 36,080

その他 29,287 19,050

営業外費用合計 72,783 98,801

経常利益又は経常損失（△） 229,225 △339,499

特別損失   

店舗閉鎖損失 12,764 1,895

店舗閉鎖損失引当金繰入額 8,951 39,010

固定資産除却損 1,555 7,905

減損損失 6,578 38,779

災害による損失 － 13,619

特別損失合計 29,851 101,209

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
199,373 △440,708

法人税、住民税及び事業税 71,205 116,064

法人税等調整額 135,172 △122,059

法人税等合計 206,378 △5,994

四半期純損失（△） △7,004 △434,714

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △7,004 △434,714
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △7,004 △434,714

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16,868 △5,265

為替換算調整勘定 △19,700 27,246

持分法適用会社に対する持分相当額 6,009 △497

その他の包括利益合計 3,177 21,483

四半期包括利益 △3,827 △413,231

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,827 △413,231

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありました㈱ビー・オー・エムを、平成28年４月１日付で

当社を存続会社とする吸収合併を行ったことにより、連結の範囲から除いております。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与え

る影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行11行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基

づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

当座貸越極度額の総額 10,190,000千円 10,670,000千円

借入実行残高 1,840,000 4,358,335

差引額 8,350,000 6,311,665

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 442,889千円 484,332千円

のれんの償却額 32,502 24,485

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 517,110 25 平成27年３月31日 平成27年６月29日

（注）配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 513,685 25 平成28年３月31日 平成28年６月27日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 15,993,934 1,230,675 128,495 17,353,105 347,743 17,700,848 － 17,700,848

セグメント間の内部

売上高又は振替高
20,007 263,600 858 284,466 63,665 348,132 △348,132 －

計 16,013,942 1,494,275 129,354 17,637,572 411,409 18,048,981 △348,132 17,700,848

セグメント利益又は

損失(△)
666,897 51,589 △132,834 585,652 △20,323 565,329 △476,712 88,616

（注）「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営及び各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工等を行っ

ております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 585,652

「その他」区分の利益 △20,323

セグメント間取引消去 9,974

全社費用（注） △486,687

四半期連結損益計算書の営業利益 88,616

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 17,453,194 1,626,782 456,516 19,536,493 346,882 19,883,376 － 19,883,376

セグメント間の内部

売上高又は振替高
107,877 323,492 410 431,780 88,780 520,561 △520,561 －

計 17,561,071 1,950,275 456,927 19,968,274 435,662 20,403,937 △520,561 19,883,376

セグメント利益又は

損失(△)
62,670 133,181 △104,793 91,058 △21,813 69,244 △535,598 △466,354

（注）「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営及び各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工等を行っ

ております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 91,058

「その他」区分の利益 △21,813

セグメント間取引消去 12,938

全社費用（注） △548,537

四半期連結損益計算書の営業損失 △466,354

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

　当第１四半期連結会計期間より、「パッケージメディア事業」の重要性が低下したため、同事業を報告

セグメントから除外し、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。

　これにより、報告セグメントを従来の「リユース店舗事業」、「ブックオフオンライン事業」、「ハグ

オール事業」及び「パッケージメディア事業」の４区分から、「リユース店舗事業」、「ブックオフオン

ライン事業」及び「ハグオール事業」の３区分に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償

却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に

変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の各報告セグメントの損益に与える影響は軽微であり

ます。
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「リユース店舗事業」及び「ハグオール事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続し

てマイナスの店舗で、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び使用範囲の変更により回収可能

価額を著しく低下させる変化があった店舗等について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては38,779千円であり、セグメントごとの

減損損失の計上額は以下のとおりです。

　「リユース店舗事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、9,631千円であります。

　「ハグオール事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、29,147千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △0円34銭 △21円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
△7,004 △434,714

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（千円）
△7,004 △434,714

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,616 20,547

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金

額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
   

 

   平成28年８月９日

ブックオフコーポレーション株式会社　

取　締　役　会　　　　　御中
   

 

 有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ 

 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 松 　田 　道 　春 　　 印

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 阪 　田 　大 　門 　　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているブックオフコー

ポレーション株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ブックオフコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成28年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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